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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

 当第３四半期連結累計期間（平成26年６月～平成27年２月）における当社グループの経営成績は、東日本大震災

の復興関連業務の需要拡大や民間の取引も好調に推移したことにより、受注高は10,141百万円（前年同期は9,600

百万円）となりました。

 売上高につきましては5,808百万円（前年同期は4,845百万円）となり、営業損益は705百万円の損失（前年同期

は809百万円の損失）、経常損益は644百万円の損失（前年同期は781百万円の損失）となりました。

 四半期純損益につきましては645百万円の損失（前年同期は772百万円の損失）となりました。

 

（２）財政状態に関する説明

（資産、負債及び純資産の状況）

 当第３四半期連結会計期間末の総資産は15,032百万円であり、前連結会計年度末に比較して3,132百万円の増加

となりました。その主な要因は流動資産の2,956百万円の増加であり、建設コンサルタント業務に係るたな卸資産

（未成業務支出金）3,374百万円の増加等であります。

 負債合計は10,764百万円であり、前連結会計年度末に比較して3,595百万円の増加となりました。その主な要因

は流動負債4,039百万円の増加であり、短期借入金3,870百万円の増加等であります。

 純資産合計は4,268百万円であり、前連結会計年度末に比較して462百万円の減少となりました。その主な要因は

四半期純損失645百万円の計上等による利益剰余金623百万円の減少、その他有価証券評価差額金32百万円の増加と

退職給付に係る調整累計額92百万円の増加等によるその他の包括利益累計額129百万円の増加及び新株予約権35百

万円の増加等であります。

 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

 当社グループの通期業績予想につきましては、引き続き、当社は「まちづくりのソリューション企業」として復

興に貢献していくとともに、公有地アセットマネジメント業務、都市再生業務、環境関連業務などを重点分野と位

置づけ積極的な営業活動を展開するとともに、国土強靭化や公共施設マネジメントなどの新たな領域開拓にも努め

てまいります。一方で、コスト管理を従来にも増して徹底し利益の向上に努めてまいります。このような環境のも

と、平成26年７月８日に公表した業績予想に変更はありません。

 

 なお、当社グループの売上高（事業ソリューション業務売上高を除く）は、第４四半期連結会計期間に完成する

業務の割合が大きいため、第１、第２、第３四半期連結会計期間までの各四半期連結会計期間の売上高に比べ第４

四半期連結会計期間の売上高が増加する傾向にあり、業績に季節的変動があります。

 また、まちづくりのソリューション企業として、地理空間情報業務、環境業務、まちづくり業務、設計業務及び

事業ソリューション業務を総合的に営む単一事業の企業集団であるため、セグメント情報は記載しておりません。

 

（注）本資料に記載されている業績見通しは、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したもの

であり、実際の業績は今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。
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２．サマリー情報（注記事項）に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

 該当事項はありません。

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

（税金費用の計算）

 税金費用については、当社及び一部の連結子会社については当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純損益に当該見積実効税率

を乗じて計算しております。

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

（会計方針の変更）

 （退職給付に関する会計基準等の適用）

 「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 平成24年５月17日。以下「退職給付会計基準」とい

う。）及び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 平成24年５月17日。以下

「退職給付適用指針」という。）を、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第67項本文に掲げられ

た定めについて第１四半期連結会計期間より適用し、退職給付債務及び勤務費用の計算方法を見直し、退職給付

見込額の期間帰属方法を期間定額基準から給付算定式基準へ変更、割引率の決定方法を割引率決定の基礎となる

債券の期間について従業員の平均残存勤務期間に近似した年数とする方法から退職給付の支払見込期間及び支払

見込期間ごとの金額を反映した単一の加重平均割引率を使用する方法へ変更しております。

 退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従って、当第３四

半期連結累計期間の期首において、退職給付債務及び勤務費用の計算方法の変更に伴う影響額を利益剰余金に加

減しております。

 この結果、当第３四半期連結累計期間の期首の退職給付に係る負債が147,642千円減少し、利益剰余金が

147,642千円増加しております。なお、当第３四半期連結累計期間の損益に与える影響は軽微であります。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年５月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年２月28日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,443,378 1,061,347 

受取手形及び売掛金 2,531,566 2,127,324 

未成業務支出金 1,478,166 4,852,757 

販売用不動産 369,018 228,560 

事業ソリューション業務支出金 1,991,344 2,148,364 

その他 76,456 428,228 

貸倒引当金 △92 △78 

流動資産合計 7,889,840 10,846,506 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 2,500,902 2,520,138 

減価償却累計額 △1,488,514 △1,543,538 

建物及び構築物（純額） 1,012,388 976,600 

機械装置及び運搬具 684,434 656,281 

減価償却累計額 △502,575 △494,906 

機械装置及び運搬具（純額） 181,859 161,374 

土地 1,201,390 1,341,848 

その他 665,614 775,430 

減価償却累計額 △484,168 △548,951 

その他（純額） 181,445 226,478 

有形固定資産合計 2,577,083 2,706,301 

無形固定資産    

ソフトウエア 67,491 57,084 

その他 500 900 

無形固定資産合計 67,991 57,984 

投資その他の資産    

投資有価証券 1,100,757 1,209,422 

その他 339,656 226,262 

貸倒引当金 △95,223 △26,953 

投資その他の資産合計 1,345,190 1,408,730 

固定資産合計 3,990,265 4,173,017 

繰延資産    

社債発行費 19,691 13,246 

繰延資産合計 19,691 13,246 

資産合計 11,899,797 15,032,770 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年５月31日) 
当第３四半期連結会計期間 

(平成27年２月28日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 952,788 673,827 

短期借入金 50,000 3,920,000 

1年内返済予定の長期借入金 1,223,289 1,167,162 

1年内償還予定の社債 315,000 240,000 

未払法人税等 60,442 3,745 

未成業務受入金 1,177,878 1,983,931 

賞与引当金 95,366 6,145 

受注損失引当金 － 6,248 

その他 443,832 357,426 

流動負債合計 4,318,599 8,358,486 

固定負債    

社債 420,000 300,000 

長期借入金 1,257,121 1,176,519 

退職給付に係る負債 830,895 555,061 

環境対策引当金 12,908 12,908 

資産除去債務 35,301 40,185 

その他 294,021 321,305 

固定負債合計 2,850,248 2,405,980 

負債合計 7,168,848 10,764,466 

純資産の部    

株主資本    

資本金 2,131,733 2,131,733 

資本剰余金 1,114,122 1,114,122 

利益剰余金 1,564,792 940,809 

自己株式 △108,253 △108,274 

株主資本合計 4,702,394 4,078,390 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 236,456 269,045 

為替換算調整勘定 6,050 10,761 

退職給付に係る調整累計額 △242,203 △149,872 

その他の包括利益累計額合計 303 129,934 

新株予約権 24,811 59,979 

少数株主持分 3,440 - 

純資産合計 4,730,948 4,268,303 

負債純資産合計 11,899,797 15,032,770 
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年６月１日 

 至 平成26年２月28日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年６月１日 
 至 平成27年２月28日) 

売上高 4,845,718 5,808,925 

売上原価 3,941,441 4,662,792 

売上総利益 904,277 1,146,133 

販売費及び一般管理費 1,713,384 1,852,108 

営業損失（△） △809,106 △705,974 

営業外収益    

受取利息 1,398 1,273 

受取配当金 13,566 17,393 

受取保険金及び配当金 14,411 9,140 

有価証券売却益 12,886 35,232 

受取品貸料 39,826 26,263 

その他 22,112 25,379 

営業外収益合計 104,201 114,682 

営業外費用    

支払利息 66,239 40,768 

その他 10,287 12,070 

営業外費用合計 76,526 52,838 

経常損失（△） △781,431 △644,130 

特別利益    

固定資産売却益 － 460 

投資有価証券売却益 20,490 54 

負ののれん発生益 － 394 

特別利益合計 20,490 909 

特別損失    

固定資産除却損 638 350 

減損損失 1,815 － 

投資有価証券売却損 2,022 1,224 

投資有価証券評価損 － 1,631 

特別損失合計 4,476 3,206 

税金等調整前四半期純損失（△） △765,417 △646,428 

法人税等 7,449 △1,238 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △772,867 △645,190 

少数株主利益又は少数株主損失（△） △93 335 

四半期純損失（△） △772,774 △645,525 
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（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）

    （単位：千円） 

 
前第３四半期連結累計期間 
(自 平成25年６月１日 

 至 平成26年２月28日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成26年６月１日 
 至 平成27年２月28日) 

少数株主損益調整前四半期純損失（△） △772,867 △645,190 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 30,920 32,589 

為替換算調整勘定 3,089 4,710 

退職給付に係る調整額 － 92,331 

その他の包括利益合計 34,010 129,631 

四半期包括利益 △738,856 △515,558 

（内訳）    

親会社株主に係る四半期包括利益 △738,763 △515,893 

少数株主に係る四半期包括利益 △93 335 
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

 該当事項はありません。

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

 該当事項はありません。

 

（セグメント情報等）

 当社グループは、地理空間情報業務、環境業務、まちづくり業務、設計業務及び事業ソリューション業務を総合的

に営む単一事業の企業集団であるため、記載を省略しております。
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４．補足情報

（生産、受注及び販売の状況）

 当第３四半期連結累計期間（自平成26年６月１日 至平成27年２月28日）

 当社グループは、地理空間情報業務、環境業務、まちづくり業務、設計業務及び事業ソリューション業務を総合

的に営む単一事業の企業集団であるため、セグメント情報は記載しておりません。

 

（１）生産高実績

当社グループは、単一セグメントであるため、業務の区分別の生産高を記載しております。

業務の区分等 生産高（千円） 構成比（％） 前年同期比（％）

建設コンサルタント業務

地理空間情報業務

 

1,950,711

 

19.1

 

111.0

環境業務 444,644 4.4 53.6

まちづくり業務 4,697,248 46.0 128.6

設計業務 1,794,425 17.6 117.1

事業ソリューション業務等 1,313,370 12.9 124.0

合計 10,200,398 100.0 115.5

 （注）１．価格の基準は販売価格であります。

２．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

３．当第３四半期連結累計期間において会社組織の変更を行なったことに伴い、当該変更後の区分方法により業

務の区分等を組み替えて表示しております。また、業務の区分等のうち、従来の「調査測量・情報業務」は

「地理空間情報業務」に、「街づくり業務」は「まちづくり業務」に名称を変更しております。

（２）受注高実績

当社グループは、単一セグメントであるため、業務の区分別の受注高を記載しております。

業務の区分等 受注高（千円） 構成比（％） 前年同期比（％）

建設コンサルタント業務

地理空間情報業務

 

1,925,685

 

19.0

 

103.9

環境業務 708,957 7.0 64.9

まちづくり業務 5,220,064 51.5 124.9

設計業務 2,080,439 20.5 99.8

事業ソリューション業務等 206,833 2.0 53.2

合計 10,141,978 100.0 105.6

 （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．前期以前に受注した業務で、契約額の増減があるものについては、変更の行われた期の受注高にその増減額

を含んでおります。

３．当第３四半期連結累計期間において会社組織の変更を行なったことに伴い、当該変更後の区分方法により業

務の区分等を組み替えて表示しております。また、業務の区分等のうち、従来の「調査測量・情報業務」は

「地理空間情報業務」に、「街づくり業務」は「まちづくり業務」に名称を変更しております。
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（３）完成高実績

当社グループは、単一セグメントであるため、業務の区分別の完成高を記載しております。

業務の区分等 完成高（千円） 構成比（％） 前年同期比（％）

建設コンサルタント業務

地理空間情報業務

 

1,082,306

 

18.7

 

104.9

環境業務 278,663 4.8 76.2

まちづくり業務 2,093,015 36.0 118.0

設計業務 1,192,286 20.5 136.6

事業ソリューション業務等 1,162,655 20.0 145.2

合計 5,808,925 100.0 119.9

 （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．当社グループの売上高（事業ソリューション業務売上高を除く）は、第４四半期連結会計期間に完成する業

務の割合が大きいため、第１、第２、第３四半期連結会計期間までの各四半期連結会計期間の完成高に比べ

第４四半期連結会計期間の完成高が増加する傾向にあり、業績に季節的変動があります。

３．前第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結累計期間の主な相手先別の完成高及び当該完成高の総完成

高に対する割合は次のとおりであります。

相 手 先

前第３四半期連結累計期間
 （自 平成25年６月１日

   至 平成26年２月28日）

当第３四半期連結累計期間
 （自 平成26年６月１日

   至 平成27年２月28日）

金額（千円） 割合（％） 金額（千円） 割合（％）

財務省 744,257 15.4 958,881 16.5

（独）都市再生機構 － － 613,182 10.6

４．当第３四半期連結累計期間において会社組織の変更を行なったことに伴い、当該変更後の区分方法により業

務の区分等を組み替えて表示しております。また、業務の区分等のうち、従来の「調査測量・情報業務」は

「地理空間情報業務」に、「街づくり業務」は「まちづくり業務」に名称を変更しております。

（４）手持受注高

当社グループは、単一セグメントであるため、業務の区分別の手持受注高を記載しております。

業務の区分等 手持受注高（千円） 構成比（％） 前年同期比（％）

建設コンサルタント業務

地理空間情報業務

 

2,379,252

 

17.7

 

98.8

環境業務 965,178 7.2 68.1

まちづくり業務 7,338,595 54.5 113.7

設計業務 2,100,918 15.6 92.1

事業ソリューション業務等 677,159 5.0 82.1

合計 13,461,102 100.0 100.6

 （注）１．上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

２．当第３四半期連結累計期間において会社組織の変更を行なったことに伴い、当該変更後の区分方法により業

務の区分等を組み替えて表示しております。また、業務の区分等のうち、従来の「調査測量・情報業務」は

「地理空間情報業務」に、「街づくり業務」は「まちづくり業務」に名称を変更しております。
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